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1.（a）広義 Riemann積分

(R)
∫ ∞

0

sinx

x
dx = lim

X→∞

∫ X

0

sinx

x
dx

が存在することを証明せよ.

（b）一方, Lebesgue積分

(L)
∫ ∞

0

sinx

x
dx

は存在しないことを証明せよ.

2. 実数 α > 0に対して, ϕ(α) =
∫ ∞

0

e−αx sinx

x
dxとおく.

（a） lim
α→∞

ϕ(α)を求めよ.

（b）ϕ′(α)を求めよ.

（c）ϕ(α)を arctanを用いて表せ. ただし, arctanとは tanの逆関数のことである.

3. A = (aij)をm × n実行列とし, Rn からRm への線形作用素 TA を以下の様に定義する.

TA : Rn → Rm

∈ ∈

x → Ax

TA の作用素ノルム

∥TA∥1 = sup
x ̸=0

∥Ax∥1

∥x∥1

を求めよ.
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